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貝類（内湾産） ＜イガイ目 イガイ科＞ 愛知県：絶滅危惧Ⅱ類 （国：リスト外） 
BIVALVIA (Inner Bay) ＜MYTILOIDA MYTILIDAE＞ AICHI：VU （JAPAN：－） 

ツヤガラス Jolya rhomboidea (Reeve) 

 
【選定理由】 
 本種は内湾から湾口部にかけての潮
下帯泥底にすむ。県内では内湾域の潮
下帯の環境は上部の干潟の破壊や浚渫、
貧酸素水塊の発生、水質汚濁などで急
速に悪化していて、この生息帯の貝類
相が著しく単純化している。本種は三
河湾湾口部、伊勢湾知多半島沖の水深
5–20 m の泥底より採集されたが、個
体数は非常に少ない（木村, 1996：木
村, 2000）。和田・他（1996）では危険
にランクされている。近年の名古屋港
沖、三河湾、伊勢湾湾口部でのドレッ
ジ及び小型底引き網による調査で、個
体数は少ないが、生貝が採集されるよ
うになった。この回復傾向を受けて、
前回（EN）よりランクダウンするべき
種と評価された。 
 

【形 態】 
 殻長 80 mm を越える種であるが、
近年県内で採集される個体は殻長 30 
mm 程度。後方に広がる長方形の貝で
殻は非常に薄い。殻皮は薄く栗色で光
沢が強い。生時には泥をかむった繭状
の巣（図 3）に入っている。 
 

【分布の概要】 
【県内の分布】 
  三河湾湾口部、伊勢湾名古屋港沖（図 1a:殻，1b:生体）、知多半島沖の潮下帯の泥底に分布するが、
個体数は非常に少ない。 
【世界及び国内の分布】 
 日本、熱帯インド、西太平洋。国内では陸奥湾以南から九州まで分布する。 
 

【生息地の環境／生態的特性】 
 【選定理由】の項参照。 
 

【現在の生息状況／減少の要因】 
 上述したような潮下帯の環境は破壊されているので、本種の生息場所、個体数とも著しく減少し
ていると考えられる。 
 

【保全上の留意点】 
 内湾の潮下帯の環境を保全する。干潟の保全や、内湾域の水質の富栄養化を防止することが不可
欠である。 
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1: 名古屋市名古屋港沖(ドレッジ水深 15 m), 2008 年 10 月 9 日,  
2, 3: 南知多町日間賀島南沖(ドレッジ水深 10 m), 1994 年 10 月 1 日,  
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